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大歩危峡谷

四国σ滴松から土讃線で南下して高知への途中讃岐I山脈をすぎ吉野川を

さかのぼると奏しい琴の流れの両側にそそり立つ断崖絶壁の最勝がしば

らく続く､これが大歩危小歩危の峡谷である.夏は川斜こキャンプ

が群をなし秋には紅葉でにぎわう.最近はレジャｰブｰムで観光客は

倍増･水深10mを超えるところが2km以上も続くので大歩危ではエ

ンジンをつけた遊覧船が一年中納景の谷剛こ客を案内する.飾後にみら

れる白っぽい岩が大歩危層の砂質片岩で東は長野県から酉は九州までも

続く三波川帯の変成岩の一部である.このたかに挾まれる礫岩のおしつ

ぶされた礫状片砦は遊覧船の船着場でみられる.写真の砂質片岩は平

板状の単斜層をなし南(上流部)に償いているが下流部(船の進行方向)

へゆくと次第に緩やかな傾斜とだリ大歩危と小歩危の中間位のところ

で水平となる.さらに下流部では逆の方向(北)に僚くようになる.

つまリ背斜構造を示すわけで水平になったところに東西に走る｢大歩危背

斜｣の軸がある･この部分は大歩危周辺の三波川帯を構成する地層の最

下部大歩危層(石炭紀)のなかでも一番古い地層とされている.そのた

めこの地点は地球内部開発計画(UMP)での深層試錐実施点の候補地

の1つにあげられ地質調査所で地震探査などを行なったところである.
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